
科目名 現代社会 (Present-Day Society)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　講師　濵本千恵子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①現代社会が科学・環境・エネルギーについてどのような問題を抱え、それらの問題にどのような対策
が取られているかを説明できる。
②少子化・高齢化や、急激な情報化など、現代社会における問題の現状を説明できる。
③憲法の役割を説明できる。

第1学年
機械工学科
電気工学科

経営情報学科
履修 2 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

現代社会の抱える環境・エ
ネルギー問題とその原因や
影響を説明できる。また、こ
れらの問題に対する国際社
会の取り組みを説明できる。

科学の進歩により、環境や
医療の場面でどのような問
題が生じてきたか、またこれ
らの問題への対策につい
て、生命倫理の観点から説
明できる。

現代社会が環境・エネル
ギーに関してどのような
問題を抱えているかを説
明することができる。

現代社会がいかなる問
題を抱えているかについ
て説明できない。

到達目標
②

現代社会において少子高齢
化や情報化、グローバル化
が進行していることを説明で
きる。また、これらの変化に
対する社会の取り組みを説
明できる。

現代社会において少子
高齢化や情報化、グロー
バル化が進行しているこ
と、およびそれらに伴う
問題点を説明できる。

世界地図が読める。 世界地図が読めない。

到達目標
③

憲法が「最高法規」であ
るとは、どのような意味
であるかを説明できる。

基本的人権の分類、特
に自由権と社会権の相
違を説明できる。

三権分立と日本の政治
の仕組みを説明できる。

日本の政治の仕組みを
説明できない。

学習・教育到達目標 (F) JABEE基準１（２） ―

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 10 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 倫理、法学

教科書 「現代社会」間宮陽介ほか（東京書籍）

補助教材等 「標準高等地図」帝国書院編集部編（帝国書院）

学　習　上　の　留　意　点

基礎知識を身につけるため、小テストや確認テストを行う。授業の復習が重要である。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

本講義は、高専５年間で学習する社会科諸科目の導入的な役割も担っている。したがって、教科書の内容に制約されずに、
広く自由な観点から現代社会の諸相を多面的にとらえ，社会科学一般の基本的な考え方やセンスを身に付けてもらえるよう
工夫したいと思う。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入 シラバスの意図するところが概ね理解できる。 シラバスを確認する

資源・エネルギー問題 現在の資源・エネルギー問題と、その将来的な展
望について説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

科学の進歩と生命倫理 科学技術の進歩によって人の生き方に変化が生じ
てきたこと、およびそれに伴う問題点について説明
できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

地球環境問題 現在、地球環境についてどのような問題が生じて
いるのかを説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

地球環境問題 環境問題に対する国際社会の取り組みについて説
明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

中間まとめ 前期の中間まとめとして試験を実施する。

青年期の特徴 少子高齢化に代表される現代社会における、青年
期の特徴を説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

情報化の進展と生活 情報化社会とプライバシーの権利について説明で
きる。

教科書を読み、小テストに
備える。

総括 これまでの学習内容を総括できる。 教科書や配布資料を確認
し、中間試験に備える。

よりよく生きること 世界三大宗教の特徴を説明できる。 教科書を読み、小テストに
備える。

国際社会の仕組み 現代政治の仕組みと成り立ちを説明できる。 教科書を読み、小テストに
備える。

青年期の特徴 成年の自己形成過程について説明できる。 教科書を読み、小テストに
備える。

よりよく生きること 古代ギリシャや中国における哲学思想を説明でき
る。

教科書を読み、小テストに
備える。

国際社会の仕組み 人種差別や国境紛争など、現代社会の抱える問題
を説明できる。

教科書や過去の小テスト
を確認し、期末試験に備え
る。

前期末試験

答案返却・解答解説，後期からの授業概
要の説明

試験問題の解説を通じて、間違った箇所を理解で
きるようになる。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

憲法２　基本原理 日本国憲法の基本的原理を答えることができる。 教科書を読み、小テストに
備える。

憲法３　基本的人権 基本的人権にはどのようなものがあるか例示でき
る。自由権と社会権の違いを説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

法の役割 法が社会規範の一つであることを説明できる。目的
に応じて法を分類することができる。

教科書を読み、小テストに
備える。

憲法１　憲法の意義 近代憲法の制定過程を確認する。なぜ「最高法規」
としての憲法が必要とされたのかを説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

総括 これまでの学習を総括できる。 教科書や配布資料を確認
し、中間試験に備える。

中間まとめ 後期の中間まとめとして試験を実施する。

憲法４　統治機構 日本の統治機構と三権分立について説明できる。 教科書を読み、小テストに
備える。

市民生活と法 わたしたちの日常生活において、民法や刑法がど
のような形でかかわっているかを例示することがで
きる。

教科書を読み、小テストに
備える。

現代の経済 金融システムの構造について説明できる。経済に
おける銀行や政府の役割を説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

現代の経済 日本経済の歴史、とりわけ高度経済成長期以降の
経緯を確認し、急速な経済発展の中でどのような
問題が生じたかを説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

地図帳学習 世界各国の国名・海洋・河川・大陸などの名称を答
えることができる。

地図帳を確認する。

現代の経済 経済の基礎的な用語の意味を説明できる。資本主
義の成り立ちや問題点を説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

学年末試験

答案返却・解答解説，全体の学習事項
のまとめ，授業改善アンケートの実施

試験問題の解説を通じて，間違った箇所を理解で
きるようになる。

総　授　業　時　間　数 60 時間

国際社会における経済 国際社会における経済の歴史、及び現状を簡潔に
説明できる。

教科書を読み、小テストに
備える。

まとめ これまでの学習内容を総括できる。 教科書や過去の小テスト
を確認し、期末試験に備え
る。


